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Ⅰ 主な教育活動 

教育実践上の主な実績 

１ 教育･

内容の工夫

（授業評価

等 

教科書に書かれている内容を学生にとって身近な出来事として捉えてもらえるように具体的な事例、有名な事件、

現場の写真、自身の経験などを交えてわかりやすく解説することに努めている。また、授業の振り返りを重視し、

これまでに行った授業で学んだ事項との関連を意識的に考えさせ、記憶を新たにするとともに講義内容全体の構造

を把握させるように工夫している。 

２ 作成し

た教科書、

教材、参考

書 

柴田英治、松原達昭、八谷寛 編集 佐藤祐造 監修 テキスト健康科学改訂第 3版（南江堂 2024 年 9 月） 

産業保健マニュアル改訂８版 特殊健康診断（単著(分担執筆)・南山堂 2021 年） 

厚生労働大臣登録建築物環境衛生管理技術者テキスト「新 建築物の環境衛生管理」第 1 版（分担執筆・公益財団

法人日本建築衛生管理教育センター 2022 年） 

３ 教育方

法・教育実

践に関する

発表、講演

学会発表のあり方と利益相反に係る検討課題．（単独） 第 94 回日本産業衛生学会教育講演 2021 年 5 月 松本 

遠隔授業が大学生の睡眠に与える影響．（共同） 第 46 回日本睡眠学会定期学術集会 2021 年 9 月 福岡 

石原修の調査研究とその後の進路から社会医学研究を考える．社会医学研究(2023)40 巻 2 号 236-239 

４ その他

教育上特記

すべき事項 

三重産業保健総合支援センター産業医向け研修会「じん肺及び粉じんによる健康障害の診断と健康管理」(2025 年

1 月)。産業看護職の生涯教育及び産業医研修会講師として愛知・石川・奈良・滋賀・山梨の産業保健総合支援セン

ターで産業看護職・産業医向け研修会の講師活動多数。愛知県・奈良県医師会主催産業医研修会講師 

Ⅱ 主な研究活動 

種別 著書・論文等の名称 
単著 

共著 
発行年月 

発行所、発表雑 

誌（および巻・号 

数）等の名称 

編者・著者名 

（共著の場合 

のみ記入） 

頁数 

著書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学術論文 

 

シックハウス症候群/

化学物質過敏症 

 

女工と結核－石原修

の偉業 

 

 

環境と健康 

 

 

 

Deterioration of 

 modern concrete 

structures and 

asphalt pavements by 

respiratory action 

 

Asbestos in 

organochlorine 

insecticide powder 

sprinkled between 

pages of antiquarian 

books in a library 

in Japan. 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

2021 年 11 月 

 

 

2022 年 4 月 

 

 

 

2024 年 9 月 

 

 

 

2021 年 8 月 

 

 

 

 

 

2024 年 7 月 

今日の治療指針 2022 版 医学書

院 

 

日本医学会創立 120 周年記念誌  

Ⅲ社会とともに歩んだ日本の医

学の歴史と日本医学会 

 

テキスト健康科学改訂第3版 第

4章．南江堂  

 

 

PLoS ONE16 巻 5 号 

https://doi.org/ 

10.1371/journal. 

Phone.0249761. 

 

 

Industrial Health 62 巻 

総編集：福井次矢、高

木誠、小室一成 

 

日本医学会 

 

 

 

監修：佐藤祐造、編

集：柴田英治、松原達

昭、八谷寛． 

 

Moriyoshi A, 

Shibata E, 

Natsuhara M, 

Sakai K, Kondo T, 

Kasahara A. 

 

Sakakibara Y, 

Sakai K, Hisanaga 

N, Toyama N, Takase 

H, Saito I, Kawai 

T, Suzuki T, Miyake 

A, Nakano H, 

Shibata E, 

Kamijima M 

1117 

 

 

190-194 

 

 

 

119-137 

 

 

 

e024976

1 

 

 

 

 

271–280 



種別 
著書・論文等の名

称 

単著 

共著 
発行年月 

発行所、発表雑 

誌（および巻・号 

数）等の名称 

編者・著者名 

（共著の場合 

のみ記入） 

頁数 

 

 

 

 

 

 

その他 

Factors related to 

mobile health app 

use among Japanese 

workers: A cross 

sectional survey. 

 

「生活習慣病」四半世

紀 

 

「すべての働く人々

に産業保健サービス

を」は実現できるのか 

 

中小企業で展開され

ている産業保健活動

の好事例の収集と今

後の取り組み推進へ

の示唆． 

共著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

2024年10月 

 

 

 

 

 

2021 年 7 月 

 

 

2021 年 9 月 

 

 

 

2024 年 1 月 

JMIR Hum Factors 11 巻 

 

 

 

 

 

社会医学研究 38 巻 2号 

 

 

産業医学ジャーナル 44 巻 5 号 

 

 

 

産業衛生学雑誌 66 巻 1号 

Ozaki I, 

Nishijima M, 

Shibata E, Zako 

Y, Chiang C. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

錦戸典子、柴田

英治ほか全21名

（中小企業安全

衛生研究会プロ

ジェクト報告） 

e54673. 

 

 

 

 

 

105-107 

 

 

73-75 

 

 

 

45-51 

Ⅲ 主な学会活動 

発表(報告)名等 
単独 

共同 
発表年月 学会名等 

ヒト生体試料による労働・生活環

境評価の試み 

戦争準備の時代における石原 修、

「女工と結核」の意義 

小規模事業場における安全衛生の

現状と課題 

共同 

 

単独 

 

単独 

2022 年 3 月 

 

2022 年 8 月 

 

2023 年 10 月 

第 31・32 回生物試料分析科学会合同年次学術集会特別講演Ⅰ四日

市看護医療大学・オンラインハイブリッド開催 

第 63 回日本社会医学会総会 市民公開特別シンポジウム 2「戦争

と医学医療－過去から学び未来につなげるために」 
政策法制度委員会シンポジウム：小規模事業場へ産業保健サービ

スムを提供するために．第 33 回日本産業衛生学会全国協議会 
 

Ⅳ 社会における主な活動 

活動期間 活動内容等 

2014 年 3 月～2025 年 2 月 

 

2021 年 8 月 

 

 

2022 年 11 月 

 

2023 年 2 月 

 

 

2021 年～現在 

 

2023 年 12 月  

 

 

 

2024 年 9 月 

公益社団法人日本産業衛生学会利益相反に関する委員会副委員長 

 

2021 年度石川県立看護大学附属地域ケア総合センター事業「コロナ禍における職場の感染対策

と事業継続」において講演「職場の感染対策と事業継続」を担当 
 
2022 年度日本産業衛生学会東海地方会学会学会長 

 
四日市看護医療大学産業看護研究センター・四日市商工会議所共催公開講座 講演「健康経営

と産業保健～経営者と働く世代を元気に！」 

 

四日市市安心の地域医療検討委員会会長 

 

半田保健所 知多半島地域 職場における健康づくり研修会（令和 5 年度圏域健康づくり特

別推進事業）において講演「働く世代だからできる生活習慣病対策～地域と職域の連携で糖

尿病予防を～」を担当  

 

四日市看護医療大学におけるリカレント教育の取組み．リカレント教育プラットフォームみ

え 2024 年度 第１回 セミナー「地域を担う人づくりを目指して！」第２部：教育機関活動

紹介 


